
鶏　肉　情　勢 更新 全農チキンフーズ㈱

生産状況 単位：千羽、千トン、％

数量 前年比 数量 前年比 数量 前年比 数量 前年比 数量 前年比

入雛羽数 56,479 100.4% 294,493 102.5% 57,700 101.2% 58,458 100.9% 62,355 104.0%

処理羽数 56,424 102.1% 280,898 102.5% 56,494 101.2% 54,657 101.0% 55,686 104.7%

(2) 処理重量 170.5 103.3% 838.9 103.6% 167.4 100.2% 159.4 99.5% 161.6 104.7%

※参考資料：全国食鳥新聞発行「PＭＮ]

輸入動向 単位：千トン、％

２．輸入 (1) 鶏肉 調製品 合計

当年 前年 前年比 当年 前年 前年比 当年 前年 前年比 鶏肉 調製品

47.4 41.2 115.3 29.1 29.2 99.9 76.6 70.3 108.9 62.0 38.0

44.4 34.1 130.2 31.1 26.4 117.9 75.5 60.5 124.8 58.8 41.2

47.2 46.2 102.1 33.5 32.4 103.4 80.7 78.6 102.7 58.4 41.6

(2) 46.5 36.9 126.0 33.1 30.3 109.1 79.6 67.3 118.4 58.4 41.6

233.9 201.9 115.9 157.2 149.8 104.9 391.1 351.7 111.2 59.8 40.2

※参考資料：全国食鳥新聞発行「PＭＮ]、全国食鳥新聞

１．家計消費 (1) 消費動向 単位：グラム、円、％ 相場（年別・暦年） 単位：円

もも肉 むね肉 計

当年 前年 前年比 当年 前年 前年比 H22年 618 229 847

1,433 1,342 106.8 1,302 1,283 101.5 H23年 642 264 906

２．量販・卸 (1) 1,303 1,311 99.4 1,226 1,296 94.6 H24年 563 189 752

1,331 1,271 104.7 1,253 1,239 101.1 H25年 583 246 829

1,342 1,292 103.9 1,282 1,258 101.9 H26年 626 294 920

(1) ※参考資料：総務省統計局HP H27年 639 336 975

在庫状況 単位：千トン、％

１．28年4月 (1)

当年 前年 前年比 当年 前年 前年比 当年 前年 前年比

23.4 15.5 151.4 123.9 109.1 113.6 147.3 124.5 118.3

２．見通し (1) 21.7 14.9 146.3 135.2 109.2 123.9 157.0 124.0 126.6

23.2 17.4 133.4 133.3 100.0 133.3 156.4 117.4 133.3

24.7 17.9 138.3 131.6 97.3 135.2 156.3 115.2 135.7

(2) ※実績参考資料：畜産日報、農畜産業振興機構

相場（月別） 単位：円、％

品名 もも肉 むね肉 正肉合計

１．6月動向 (1) 履歴 当年 前年 前年比 当年 前年 前年比 当年 前年 前年比

H28年3月 617 646 97.2 256 336 76.2 873 982 88.9

H28年4月 612 642 95.5 250 334 74.9 862 976 88.3

２．7月見通 (1) H28年5月 613 622 98.6 248 335 74.0 861 957 90.0

H28年6月 601 612 98.2 240 340 70.6 841 952 88.3 ※（）は見通し

H28年7月 (585) 617 94.8 (240) 343 70.0 (825) 960 85.9

H28年8月 (575) 610 94.3 (240) 344 69.8 (815) 954 85.4

624 641 97.3 257 334 76.9 881 975 90.4

H28年4月

輸入品は、輸入数量の減少傾向が見られないものの、国内の在庫数量は減少傾向が続いて
いる。加工仕向け等で需要が高く、出回り量も前年比102％と増加しており、需要は高い水準
で維持されている。このため、輸入数量は今後やや減少傾向になると思われ、在庫数量は一
定程度まで減少するものと思われる。

相
　
　
場

平成28年6月の相場は、もも肉601円/ｋｇ、むね肉240円/ｋｇと、前月比でもも肉が12円/ｋｇ下
げ、むね肉は8円/ｋｇ下げて合計では20円/ｋｇの下げとなった。もも肉は、気温の高まりや、梅
雨入り等でやや販売不振となり若干下げた。むね肉も、230円台まで下がったものの、量販店
での特売等の需要が続き、やや相場は持ち直した。
7月に入って気温も高まり、家庭での調理も控えがちになる時期であることから、テーブルミー
ト向けの鶏肉需要も低下傾向となっている。
もも肉相場は、6月には600円を割った時期もあり、弱含みの展開となっているものの底堅い需
要から大きな下げは無く、7月平均ではやや下げ585円/ｋｇ前後で推移するものと思われる。
むね肉相場は保合いの展開が続いており、今後も需要と供給が大きく変わる見込みはないと
思われることから、7月も保合いの240円/ｋｇ前後で推移するものと思われる。 H28年平均

在
　
　
庫

平成28年4月の推定期末国内在庫数量は国産が24.7千トン、輸入品在庫も131.6千トンと前
年比では大きく増加したが、前月比では横ばいでの推移となった。輸入在庫は減少傾向が続
いているものの、依然高水準の在庫数量が続いている。

履歴
国産 輸入品 合計

H28年1月

国産在庫はやや増加傾向が続いており、パーツ品の売り切りが厳しくなっているようだ。一方
では、USチャンキーの導入も始まることから、年末に向けたもも肉確保に動き始めるところもあ
るようで、今後も国産在庫は増加傾向が続くものと思われる。

H28年2月

H28年3月

数量 金額

Ｈ28年3月

量販店等での販売は、畜産関係で全般的に好調であったものの、鶏肉に関して言えばもも肉
の売れ行きがやや鈍くなり、むね肉の販売が増加する傾向となった。
特に関東以北ではその傾向が顕著になっており、今後もその傾向が続くものと思われる。

Ｈ28年4月

Ｈ28年5月

H28年平均

Ｈ28年4月

鶏肉調製品は、平成28年5月通関実績が33.1千トン（前年比109.1％）と前年を上回った。輸
入国別で見るとタイ産、中国産とも増加しており、中国産も回復傾向を見せていることから事件
の影響もようやく落ち着いてきたようだ。タイ産も引き続き堅調な輸入となっており、国内での
鶏肉惣菜関係の需要が底堅いことを示している。

Ｈ28年5月

H28年合計

需
　
　
　
要

総務省家計調査による平成28年5月の全国一世帯当たりの鶏肉消費量は1,331㌘（前年比
104.7％）、金額は1,253円（前年比101.1％）と前年を上回った。
数量がやや落ち込んだ前年に対し今年は前月比増となっており、国産豚肉の相場が予想外
に高く、特売を打ちづらかったこともあり、鶏肉の販売は好調であった。金額は、むね肉の販
売が好調であったことから、金額の伸び幅が相対的に縮小したものと思われる。

履歴

３．業務・
　　加工筋

加工品原料は、輸入原料の価格が高値を維持していることから、相場の安定している国産む
ね肉の需要が引き続き堅調となっている。ささみも加工原料で冷凍品の引き合いが続いてお
り、国産の在庫は薄い状態が続いている。

28年6月計画 28年7月計画 28年8月計画

平成28年6月～8月の計画では、7月の処理重量を除き、入雛羽数、処理羽数および重量で
前年並みか前年を上回る計画となっている。
特に、8月は曜日の関係で稼働日が1日多いとみられ、各数値が4%以上伸びている。これは、
ＵＳチャンキーの導入に伴い、羽数を増やす動きもあるものと思われる。また、6、7月の処理重
量が伸び悩むのは、小ビナ生産が増加しているものと考えられている。

輸入鶏肉の平成28年5月通関実績は、46.5千トン（前年比126.0％）と前年を大きく上回った。
ブラジルからの輸入は約38.0千トン（同134.1％）と、引続き大きく前年を上回る輸入量となって
いる。タイ産は、6.1千トン（同93.7％）と減少したが、これは昨年のアメリカでのAI発生により種
鶏が不足しており、出荷羽数の減少が始まってきたことが原因と思われる。
今後は、ブラジルで2工場が半月～1カ月程度操業停止する等、輸出数量に影響することや、
それによる外貨高が予測されており、輸入は減少してくるものと思われる。

品名 比率

履歴

Ｈ28年2月

Ｈ28年3月

2016年7月4日

項　目 内　　　容 実　　　績

供
　
　
　
　
　
給

１．国内 (1) 平成28年5月単月の実績は、推計で入雛羽数が前年比100.4％、処理羽数で前年比
102.1％、処理重量で前年比103.3%と前年を大きく上回った。
気候も落ち着き、一部ＵＳチャンキーの出荷も始まっているが、各産地とも育成は順調で処理
羽数、重量とも前年を上回った。全国的に前年を上回る成育状況となっており、特に北部九
州地区が好調である（処理重量　前年比107.5％）。累計でも前年を上回っており、生産は非
常に堅調に推移しているようだ。

28年5月推計 Ｈ28推計合計


